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Arfaptinは二種類の異なるファミリーの低分子量GTPaseである Rac１

と ARL１に結合するデュアルエフェクターである。そして、これら GTPase

への結合は、Arfaptin の二量体化により形成される BAR ドメインを介し

て行われることがわかっている。今までに Rac1 が Arfaptin の BAR ドメ

インの膜結合面と相互作用することが複合体結晶の構造から示されてい

るが、ARL1 と Arfaptin の BAR ドメインの相互作用様式は報告されていな

い。 

  ARL1 と Arfaptin の BAR ドメインの相互作用様式を解明するために、

その複合体のＸ線結晶構造解析を行った。結果、ARL１と Arfaptin1 ある

いは Arfaptin2 の BAR ドメインとの複合体について、それぞれ 2.6Åと

3.0Åの分解能で立体構造が得られた。今回決定した複合体の構造では、

ARL1 は BAR ドメインの膜結合面とは異なる部位と結合していた。複合体

として膜に結合できるモデルが得られ、Arfaptin の膜との相互作用を考

える上で有意義な情報が得られた。 


